
美東総合支所周辺の土地利用と 

整備に向けた市民ワークショップ 

第１回 「現状や課題などを確認し、美東総合支所周辺を目的や 

      用途に分け配置し、必要な施設について検討しよう！」 

日時   令和４年１月２０日（木） １８時～２０時 

場所   美東保健福祉センター大ホール 

美祢市建設農林部建設課 
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資料１ 



★ ワークショップの狙い ★ 

◆ 総合支所周辺がもっと便利になればいいのに・・・ 

◆ 総合支所、小中学校、保育園などへのアクセスが 

  もっと容易になればいいのに・・・ 
 

 こんなことを感じたことはありませんか？ 

 

 市では、「これまで」と５年、１０年、２０年後の「これ 

から」を見据え、美東地域全体の日常生活と地域活 

動を支える拠点づくりを目的に、総合支所周辺の土 

地利用や整備に向けた検討を開始。 

 

 検討では、行政的な視点だけではなく、市民目線で総合支所周辺がどんな 

まちになったらいいか、みんなで意見やアイデアを出し合うワークショ 

ップを開催し、今後に反映！！ 
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★ ワークショップの流れ ★ 
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市の計画では、総合支所周辺
の位置付けがどうなって 

いるか、確認しよう！！ 



１．位置付け 

（１）第二次美祢市総合計画 
• 日常生活に不可欠な医療、福祉、商業等の 

  サービス（施設）の確保 

• 地域のコミュニティを醸成する拠点づくり 

 

（２）美祢市都市計画マスタープラン 
• 美東地域の（集落）市街地 

• 美東地域の日常生活と地域活動を支える拠点 

• 既存の生活サービス機能の維持 

• 道の駅みとうの各種機能の維持・充実と周辺 

  施設や旧市街地との連携 

• 自然体験の場として河川公園の保全・活用 

• 防災拠点等としての機能強化 
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（３）美祢市地域公共交通網形成計画 改訂版 

• 大田中央バス停は、バス・タクシーなどの主要な公共交通結節点 
 

（４）美祢市都市・地域拠点活性化計画 

• 大田中央バス停を起点に、人の流れや交流を生み出す 

• 市民の日常生活を安心・便利なものとするため、次の施設を維持・誘導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市機能 維持・誘導する施設 

行政 総合支所 

福祉 総合福祉施設、地域包括支援センター（秋芳地域のサービス圏域）、 

高齢者福祉施設、保健センター 

子育て支援 保育所、児童クラブ 

商業 小売店舗等 

医療 病院、救急医療病院、診療所 

金融 金融機関、ＡＴＭ 

教育・文化 小・中学校、図書館、文化施設、公民館、生涯学習施設等 

宿泊 宿泊施設 
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総合支所 

道の駅 

美東
中学
校 

大田小学校 

大田保育園 

交番 

温湯団地 

山口県農業試験場 

大田中央バス停 

県道萩秋芳線 

国道490号 

県道萩秋芳線 

  多様な都市機能が集積し、日常
生活と地域活動を支える拠点とし
ての整備が求められている。 

保健福祉センター 

美東病院 

スーパー 
マーケット 

社会福祉協議会 

ＪＡ山口県美東支所 

斎場 

ホームセンター ドラッグストア 

商工会 
銀行 

グループホーム 

三本松団地 
三本松西団地 

コンビニ 

特別養護老人
ホーム 

コンビニ 

県道小野田美東線 



総合支所周辺の 

変遷（移り変わり）を 

確認しよう！！ 
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２．変遷（移り変わり） 
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昭和期 

• 昭和２９年      大田町・綾木村・真長田村・赤郷村の1町3村が合併（旧美東町） 

           共立美東国民健康保険病院設立（現美東病院） 

• 昭和３０年     美東町役場完成（現美東総合支所） 

           （周辺には、警察署、簡易裁判所、美祢土木出張所、銀行、食糧検査所、 

            美祢高分校、県森連、経済連支所など立地） 

• 昭和３５年    美東中学校完成（赤郷中・大田中・綾木中・真長田中が合併） 

• 昭和４９年    美東体育館完成 

• 昭和５１年       大田保育所改築 

• 昭和５５年    美東町民センター完成（現美東センター）  

• 昭和６３年    勤労福祉会館完成（現美東地域福祉センター） 

 

※昭和３５年頃～  高度経済成長などに伴い人口減少 

※昭和５４年頃    美東町の商店数のピーク 
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平成期 

• 平成 ３年      大田小学校全面改築完成 

• 平成 ６年      大田川河川公園完成 

• 平成１０年      道の駅みとう完成 

• 平成１１年      共立美東国民健康保険病院全面改築完成 

• 平成１２年      美東町保健福祉センター完成 

              （現美東保健福祉センター） 

• 平成１３年      道の駅みとうに「交流の館」完成 

• 平成２０年      １市２町が合併し「（新）美祢市」が誕生 

• 平成２３年      地域高規格道路「小郡萩道路」 完成（平成９年起工） 

• 平成２７年      道の駅みとうに「大型遊具」設置    

 



• 令和５～６年度 新総合支所庁舎の建設（予定） 

• 令和７年度    現総合支所庁舎の解体（予定） 

            現美東センターの解体（予定） 
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「魅力ある地域拠点づくり」始動 

約７０年ぶりにまちなみが変わるチャンス！ 

美東地域全体の利便性を取り戻そう！ 



これまで行われた総合支所周辺に
関するアンケート結果等を 

確認しよう！！ 
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３．住民意向（アンケート・ワークショップ結果） 

 （１）産業の振興や子育ての充実      （２） 子育ての充実 （第二次美祢市総合計画） 

図 第二次美祢市総合 （抜粋） 
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図 第二次美祢市総合 （抜粋） 



（３） 美東町大田地区の強み、弱み、将来必要なこと （第二次美祢市総合計画） 

図 第二次美祢市総合 （抜粋） 
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（４） 美東地域の満足度・重要度 （美祢市都市計画マスタープラン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 美祢市都市計画マスタープラン （抜粋） 
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１ 保健・医療・福祉の充実したまち 

２ 日常生活施設の充実したまち 

買い物のしやすさ 

金融機関への行きやすさ 

夜間の街灯設置による安全性 

病院や福祉施設へ
の行きやすさ 

スーパーや商店街 

１ 身近な道路の整備・改良 

２ バリアフリー化のための道路整備・改良 

歴史的まち並みの 

保全と活用 



  ア 高齢者の路線バスの満足度 

（５） 路線バスやＪＲ美祢線の満足度や要望等 （美祢市地域公共交通網形成計画） 

図 美祢市地域公共交通網形成計画 （抜粋） 
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屋根や椅子などバス停の待合い環
境について 



続いて、総合支所周辺の 

課題と方針を確認しよう。 

17 



４．課題 
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（１） 課題 

 ① 都市機能の集約と整備を進めること （第二次美祢市総合計画） 

   ・ 本市の広大な市域に各種機能を点在させるのではなく、都市拠点（本庁 

     周辺）や地域拠点（各総合支所周辺）の整備を進め、本市に必要な機 

     能の集約を図り、にぎわいの創出を図ることが求められている 

   ・ 都市拠点と地域拠点をつなぎ、安全・安心で快適な生活の質の向上に 

     つなげるための基盤整備、交通・通信等のネットワークの形成が求めら 

     れている 

 

 ② 住み続けられる集落市街地環境づくり （美祢市都市計画マスタープラン） 

   ・ 大田地区の集落市街地は、公共施設、店舗、病院等の生活サービス 

     機能が集積しており、地域拠点として美東地域の日常生活と地域活動 

     を支える役割を果たしており、既存の各種機能の維持・充実が求めら 

     れている 
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 ③ 公共交通機関の乗継利便性の向上、待合環境の改善 

                    （美祢市地域公共交通網形成計画 改訂版） 

    ・ アンケート調査では、乗継で重要視する点として、「乗継便の情報を 

     提示した時刻表などを用意する」が第１位、「乗継拠点の周辺で待ち 

     時間を有効活用できる施設を誘致する」が第２位となっており、待合 

     環境の改善などが求められている 

 

 ④ 子育て支援策 （美祢市子ども・子育て支援事業計画） 

    ・ アンケート調査では、「充実して欲しい子育て支援策」として、就学前、 

     小学生ともに「子連れでも出かけやすく楽しめる場所」が第１位となって 

     おり、安全が確保できる公園などの整備（維持管理含む）・充実が求め 

     られている 

 

 



５．まちづくりの方針 
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（１） まちづくりの方針 

     美祢市都市計画マスタープランでは、市全体の将来都市像や分野別・ 

   地域別のまちづくり方針が示されており、美東地域のまちづくり方針（取組 

   を含む。）は、以下のとおりとなっている。 

 

 まちづくり方針 「地域の歴史や文化、癒しを育むまちづくり」 

  取組①  住み続けられる集落市街地環境づくり 

  取組②  豊かな自然環境や田園景観を大切にしたまちづくり 

  取組③  交通アクセス性の高さを活かしたまちづくり 

  取組④  歴史・文化・自然資源を活かしたまちづくり 

  取組⑤  協働による防災まちづくり 



今回ワークショップでは 
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 行政的な視点だけではなく、市民のみなさまとともに、どんな

施設がどこにあったらいいか？どんな整備をしたいか？を考え、

ともに美東地域全体の日常生活と地域活動を支える拠点づくり

を図りたいと思います。 

  限られた資源や財源を有効的に利用するために、みなさま

のご意見をお聞かせください。 



ここからは、総合支所周辺が 

将来どんな街になったらいいか、 

みんなで話し合おう！！ 
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その前に、 

検討の前提条件について 

確認しよう！！ 



６．検討の前提条件 
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（１） 検討する区域 

    検討する区域は、公共交通結節点である大田中央バス停を中心に 

   半径800ｍ圏（一般的な徒歩圏）内の黄色で塗られた区域とします。 

   黄色以外の区域は、農用地区域、地域森林計画対象民有地、秋吉台国定 

   公園区域特別地域に指定されており、農業や森林等を振興する区域と 

   されています。 

   

（２） 検討する内容 

    区域内の資源を活用することを前提に、 

   以下の内容について検討します。 

   【第１回ワークショップ】 

    ① 土地利用（ゾーニング）の検討 

    ② 必要な（不足する）施設の検討 

   【第２回ワークショップ】 

    ① 具体的な整備の検討 

新美東総合支所 

美東中学校 

大田中央バス停 

美東病院 

道の駅 



それでは、土地利用 

（ゾーニング）について 

グループで話し合おう！！ 
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まずはじめに、グループで 

自己紹介をしていただきます。 
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続いて、進行役と発表者（2回

目のワークショップ）を決めてく
ださい。 



７．土地利用（ゾーニング）の検討 
（１） 土地利用（ゾーニング） 

   土地の有効活用や市街地整備をはじめ、それぞれの場所の魅力を高める 

  ことで区域全体が便利で魅力あるまちとなり、今後（将来）の市街地づくりの 

  基本にすることを目的に、区域内を目的や用途などに分け配置します 

  （ゾーニング）。  ※これまでの住民意向や課題も参考としてください。 

 
（作業手順） 

 １ 各自で、これまでの内容（参考資料を含む）を踏まえ、地図 

  を見渡し、「５年、１０年、２０年後、この辺りは○○な場所にな 

  ってほしい」と思う、○○を付箋に記入し地図に貼付けます。 

  ※○○は、名詞、形容詞、抽象的表現などその場所を 

    イメージさせる内容を記述します。（付箋の色・・・黄色） 
 

 ２ グループで、付箋の内容を確認し、内容が共通するエリ 

  アをマジックで囲みます。この時、道路以外、マジックで 

  囲まれていない場所がないようにしてください。 

  また、動線（人・車などの流れ）を地図に書き込むと適当 

  な配置かどうか確認し易いです。 

  ※時間に余裕があれば、エリアの名前をマジックで地図へ 

    記入します。  
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（例） 

教育 

○○エリア 

△△エリア □□エリア ××エリア 



次に、必要な 

（不足する）施設について 

グループで話し合おう！！ 
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８．必要な（不足する）施設の検討 

（１） 必要な（不足する）施設 

   ７．土地利用（ゾーニング）で検討したエリアの実現を目的に、 

  各エリアに必要な（不足する）施設について検討します。 

（作業手順） 

 １ 各自で各エリアに必要、もしくは不足すると思われる、市の施設、店舗、 

   公園、トイレ、駐車場などの施設を付箋に記入し、地図に貼付けます。 

   この時、区域内に既にある施設を貼付けても構いません。 

   ※ 新総合支所内で設置予定の機能（公民館、図書館など）も参考に 

     してください。（詳細は次頁参照） 

    （付箋の色・・・赤色）  

 

 ２ グループで、エリア毎に貼り付けられた施設について意見を出し合い、 

   整理します。 
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新総合支所整備基本設計書 （配置図）  新総合支所整備基本設計書 （敷地周辺図） 
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以上で、本日の内容を 

終了しますが、 

次回は、具体的な整備に 

ついて検討します。 
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  皆さまにはお手間をとらせますが、次回ワークショップまでに本日

検討した内容に基づき、各自で「区域内の具体的な整備案（資料２

の７頁の別表）」について考えてきてもらいます。この時、まちをどの

ように使うのか（まちの使い方（次頁参照））想像していただくと、より

具体的かつ多くの整備案を提案することができます。 

  そして、次回のワークショップでは、はじめに各自が考えてきた整

備案を発表し合い、その後検討に移っていただきます。 
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 （まちの使い方 例１） 

     水曜日に休みが取れたので、朝早く、妻と２人で道の駅に車を駐車し、 

   大田川河川公園沿いを歩いた。少し暑くなってきたので、道の駅でソフト 

   クリームを購入し、河川公園沿いの木陰で川のせせらぎを聞きながら 

   ソフトクリームをほおばった。 

   お昼になったので、近くの定食屋でランチをし、その後、新総合支所で 

   開催中の美東歴史展を鑑賞した。 

   夕方、妻が予約していた病院で受診後、スーパーに立ち寄り、明日の 

   夕食用の食材を購入し、帰宅した。 

 

 （まちの使い方 例２） 

           休日のお昼、家族でバスを利用し大田中央バス停に下車。子ども達が 

   本を読みたいと言うので、新総合支所内の図書館へ行き、読書をした。 

   新総合支所敷地内で開催中のフリーマーケットで子ども用のスカートを 

   購入し、散歩がてら金麗社に向かった。道中、のどが渇いたので、近くの 

   店でスムージーを購入した。金麗社でお参りをした後、バスの発車時刻が 

   近づいたためバス停へ急いだ。 
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検討の流れは、 
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各自が考えてきた整備案を発表し合い、み
んなで意見を交わした後、グループとして
整備内容をとりまとめる 

グループでまとめた
意見を発表 
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 ご協力よろしくお願いします。 
 

なお、せっかくの機会ですので、 

お帰りの際は、他の班の検討結果を
見てお帰りください。（ご不明な点等
あれば、担当職員にお尋ねください）。 
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美祢市建設農林部・建設課 

本日は、大変お疲れ様でした。 

次回ワークショップ（3/17（木））も 

どうぞよろしくお願いします。 


